
高速プログラム制御を採用した

画期的なエ レベー タ運転開始

高速プログラム･制御を採用した150nl/minギャレスエレ/＼こ一夕

3台を昭和35年4月東京銀石に納入L,好評糾二運転を開併した1

イ汁T､釘本ほ式方本 したとおf),磁気増凧船をは皿した卜†立言生野1三

所独[=lの帰還制御■方式であって,耳事こ迅速な迩堰淀城大町Ⅲ長とす

るエレベータである｡んけも ■大-fJi:雅頂上ルでほ,ビル内の収容人口

も多く,エレベータ町輸送能力を強化する要望が高ま一〕ているし_ し

たがって,静転時間をほぼ限度とノ且われるところまで矩酢⊥て,迅

速な速慢朝刊にすることが輪送能沃滝★頼)るための罠も机極的な方

法になるわけであって.さら笹近代人の感蝕こマ､ソチL.たスピーチ

イーな粟心地をもうることができる｡l-†立製作所では,今什 こ忙1

桂の要望にこたえるため,わが国で初めてエレベータの速度･7filJ御に

磁気士別石ほ旨を採用し∴所期の目的を十分速成することができた二､

高 速プ ロ グラ ム制御

開電ビルディング納エレベータ運転開始

磁気柳沼誇を応什=ノた帰還制御力式すなわち高速プログラム制御

150nl/ⅠⅥinギャレスエレベータ3台を東京都行,あt･､ついでト貼Eヒ

ルディンブにそれぞれ納入し好評神にび転を開始した｡

J如壬､大て拝挽弾ビルではエレベータの輸送能プJを~.ゞ躍)ることが強

く要望されている1-.そのためにほ,エレベータの速庄梢昭應さらに

改善L,実効速度を上げて運転咋問を短縮L･なければならない｡従

来ほ魚荷変化による速度仙緑の変化に対Lて,茄床前に速度榔Eを

行うた軍)の一定の低速迅･転汁抑1を必要とした.｡この時問ほ作付変化

によって絶えず変化するものであって,1､2.5秒節度である′うミ,

障床運■抑手間が6t5秒程度の非職に掠い時間であるため,さらに運

転時間を蝕灘するためには,この低速運転間脳伎魚くすることが絶

対に必要である｡

今回,日立独】J二】の高速プログラム丁‡胡創方式を開発Lノ,帖削り抑こ

よって, 動と同時に魚苗変化による速.皮曲緑の差を絶えず補正す

課〃肌たしに
ーヘノ

よる 茄床~前の低速運転吋間を無しこすことができた

したがって,一躍掘運転4秒という高速化に成功し,し__かも鳳L､他

をそこねないで,大幅に運転時f~甘計掠翻するので,輸送能力を瓜化

するためi･こ開発された全鉦鋸胴封_托方式とともに,大?j描所ピノLの

縦の変通機闘としての け矧に度｢｣し比を
㍍Tヒヒ′い‥〓

転 ようになった｡

ステンレスエレベータ完成

最近エレベータにステンレス材を使用するものが非常に多くなノ=

てきているが,′沖･~･†,九州福岡市内の 抑ビルにわが匝l初の総ステ

ソレス張りのエレベータを3台納入し,好評裡に運転にほいった⊃
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第1図 ｣‡京銀マナービル納エレ上∴1

鵠2匝【｢鮎Eビ′しディング納エレベータ

わ′i3【ヌl天神ビル納入エレベータのケージ
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本エレベータ(ニナー∴ド'アー.川入Ilわ∴ 倣凡 そのご三か1t当二
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東武鉄道に高架駅用エスカレータ完成

項武鉄道株式会社より受注した高架駅用エスカレータ3台か完成

L.東武鉄道の起点ほ草灘と終点下部偶駅にすえ付けられた二

前者ほ浅葦松屋デハート1階ホー′Lより東武浅二郎許=こ至る肝lた;

7.050nlm の大形エスカレータてあi), 後 一り㍑
｢･･■〃=灘甘

ヂ′ミートに至る附高3,7701111て1およぴ2.830n川1のもの2子rを底

刊に設一躍したエスカレーター･‥∴ともに輸送力の大きな12り0形か階段

わきに平行Lて設沼されている

このように鉄道のl■r■jターミナ′しに､J烹とんど同時にl許架駅Ⅲニス

カレータを充満Lて乗降客の使`Ⅰご1二をほかったのは初めてのこ二/ノ夫

てあり,エスカレータけ大き7･別命送~力を最大一社主に活用するもLつてあ

乞･⊃

ニの意味において､従来主として白矧且刃の交通機関にとど三っ

て∴､たエスカレータの偵m分野か,/㌻後新しく■高架駅に進=し､鉄

道栗膵蕃の愉送に大きィニ_舟献す亮ことが期待されている-

日 立 オ
ート

ラ イ ン 完 成

日立製作所はエレベータ,エスカレータを多数■製作し-ている経験

第6岡11 ナ
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第4lll東武挨追納技丁√-二高架駅瀾エスカレータ

第51冥l東武鉄道納`~i':都膏l甘腋肌用エスカレーメ

ト ラ イ ソ
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ミし1二･巨7う▲し∴′㌻帖析ノノ如)動`二道路"す-トライン"を甜′上古成しニンニ

二れはノ､カー歩かないて･l川ミコの場所に

ノ
√
､行て､n､は こという夢】:をソニ現し

七ものて.コン/-ミ7形式に路両を絶えす移動することによil∴克子二子

君ほ仝然廿_-〕二Lな∴迅はか,多数ず/＼ヤのり･三まる｣馴卜亡･も､通子｣二

月能ネ小上ケ･)､その相手を保つことがてせる二 二れの好適二常道

上しては と'叫附)通路.駅の十-∴土､l工珊,1i･遊卜和也をネ･t〔ノ;一亮皿

など多1二〔りも(~T)かぁげられる=,

=.ぐ丁-トラインニエ,′J､の来るメ悩J.卜く′Lトご二､ ∴一巨な/ヒ持Lて.1‡ら享

動一計る佃端辿鍛体を孤｢ナわせて,劇桐な掠面とL,両署㌧車H∴■･こ

てンーノ⊥の_仁を移和する路面を形成十るものである
Lた∴ ~て粟

心地はきわめて安定t,扶適美ものとな′--Jている∵また栗陣シ府城

一二･ぁり./､こ′しトの-1f命も長･･こ2い()l--1〔ノい針ての長~ノくなもC｢薙ご~製作

テJて■拒てある.なお多少傾斜Lてもよいなどの特大をイ｣`している=一

行か国でほい･吏たこの種栗物は某明してないが,新しい時廿■1㍉

二う児とLて,･一人いに一普及するものと期待づ~るげ訂i二261881ト

仕 様

肯一利幅‥ l･(冊1-111-一

度 軋…………………………………………………‥5()Ⅰユーノn扇n

輸送ノ､H ･1帥0(仁′＼･■`埠

日立エレクトリックエ7-クリーナ

眺会心よJ:,に基地用などど′L施設∩欲/長のぁる地域(フ1ノ∴こ､三｣1Lテ

凰 排気サ1.砂し∴′Lなと､(･つ浮遊しんこい､によ/･て暑二し∴∴■~い余さわ

ている_ 最近二のしんあい右隼十川加の傾向こあり.打力両に多･

(一-)悪影響を与えている用紙でムる_｣■心】上のど′L施設では保腱≠′トナご

∴ン物品粁川上これを甘要祝してこ丁-コンティショニンナニ寿､′妻~､

せユーr一万リーニン ナナ空気く裾イトノの必要什れこし辿に1lL青ま･-･｢二いモノニ

日立エレクトり･･′クエー.･▼-クリーナは比ヒの要望封ここたえ､け･､

一功ヰで除粧し.し′∴い･のない快適な瑞昼ユを佃)保搾葉術ニト′冊!ミニも
ー-ゝ

一-′巨ザる忠影苧苧を`完仝に峠点する瀞電気式とエリ､L■んあいも･_J､′---.}
▲

■‥~㌢訂甘浄装聞である｡

日二､ヒエ了一クり-ナの集し/′'し勅現に･/:1いてほ研究所およご1紺汁析

など無償l主に本豊妄f.てほ促汀ユし∴j誹り〝痛盲桐榊勘などはもとより()･1

ク･ロンの細菌まで9()敬ノミーセントの晰岩キミをとげろなと､そ〔r)曾-1さ

ミ∴保障されている二.

ヒ､′Lなどの場合は処胡周パニも比較的木き∴なるので,り三精し†二し

■-ふいを洗い落す機構二拙廿巧.㍍Tl一汁克行_ノムくを=ハ 箋･紺二t-1~J!~机▲

潮陽化さj~しているゝ∴j`州;も通船制批り~i二えるリモー1､コン∵∴仁~

l叫路壱ⅧわL 必要にユー′-_∴て㍑｣▲す■~二て(つ憎′】;ニト∴〔こ､■僻守

ンて行える/1汀愉川御もー要点にJ･､r･二子ト:いる

キこ･}ニー答拉の安′1モ‡･ヒ;■r′-▲三と侶.昔慧-さ;■【't-‡む帖-モ_]作のノ患皇を畑L r~･二

∴ヒ､しは肛胞艮∴こる瓜m藩少ンZ〕二一拙け律し王･lに｣七･ト:i

rr■i一沙であるな上'を王多･■:L叫､粁王なrrj■いLて■

第7図ほlトンニピノ1-†と-ii二･しi`T-γ宜行ノニュー~･∴-?リー∴十壱
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∴こ用ミし 洗浄など叫珊;を才一j:う;け川嶋旨ilr′■一三′州川▲けら′い

舞8区旧悪謹.三村1･くで畠ノしユニ トむ処∬棚且㍑に応して紆∵パフ

そ∴ 50放稲にふよ∴主二銅玉~ノこささ亡1~ぺも■■てか懲川:されている_･

∴圭け丑甘かト抑■辻Lこ)場たはもとよりⅢ認り､クト針改造L∵木葉

;r.三な収=･ける例もノ直･王では敬多`こ足ら･そ~しるエうになってきニー二_1
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第7回 R立ニレクトり､ソクニアクリーナ設腔状況の例

第S困

ハ イ

ん.L‡】ニーー､→フ■トーナ~本体

ッ ク ス電線

ハイミーt巨ワス電鰍ニ｢▼ケネシーミーなどLつ無･機門粉末を維満潮とし,

銅板な施したもので. 【ニ
ノし して6伸1'山卜の】lり路に仲川される無瀾

経線■揖視でふるこ

う､･′高潮購読急~杜では-~ト∴うー⊥ニノニ〔1つ酢~闇輝引軒先ニバ1~1でしてお

､多r-:し′)伸だの阜㍍掛川三l-1~■--として糾ふミニ)~~∴二〔′ナか
化に成均した

二こつ1′】辻不和こは/__-ノぎ(りと,いそ-､ニ‥臣｢-`-が畑二(エし1｢二)れたい多(■:`ハす▲こ●
F

∴∴斗=一三∴･･こふる

ト;而川廿㌣▲ノ･-こさ∴

二し■二1｢ノ心鮎川■燃二1須目す村上して弛≠Lていないので∴撚∴_る

ニ ユこ′､ノ£い

朋史な土-で妬甘巨~二主_.軋壊に････凍㍗定の外鮎にごでは11′こ)

コノ 軒旧射′l雷∴ト∴~しで･･る

杵伸′〕胤,､〔プう▲きわ打て丁小瓶‥川紆C､てブネシ~∴･･2･80仰い

.1--･て･山紺吏刷エ25椚∴瞬柑鮎こ∴上1,()0伴Cまで使‖けることが

てきる_ 二の価は二月~L主でけ∴∴⊥ユニろ′ト正純にもみら｣Lたか･-∴･トニも

†でぁる..
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(3二J機械的強度か大きい

衝撃や変形に対して強く､かなり変形Lても普通の使用電圧で

ほ実用上さしつかえないご

(二4)耐食性が良好である

被 ているたダ〕耐良性かあり,耐水,耐油,耐湿､

耐仮性がすぐれている

(､5)耐老化性がきわめて大きい

如機汽材料を絶縁体とLているので,老化する二土かな′こ永久

的に使用できる亡

(6)許容電流を大き･:とjLる

構造上従来のケープ′しに比較Lて大きな許容電流をとるこ

できる二

(_7)~打設が容凄である

とコ｣

被覆が軟鋼であるため配線を行いやす/∴ 配線後も整然ときj-_

いに上l二十がる｡またr■~E純白体剛･性があるため永久~在設に適しで.

この電視は帯通按靴を行わずボックスなどを利用して配線される

が,端末処上附こは火気や特殊工具を使用することな√∴ 安価な金具

により確実に行うことができるこ

したがってハイミックス電線ほ船舶瀾電視,高熱作業場所(たと

えば精錬所,鋳物工場,ボイラ宅,加熱炉など)用配弧 各種機械

回り配線とし-て好適であるばかりでなく.そのままコンクリート

モルタルi･ここ埋没しても耐久性があって火災のおそれがなく､コンシ

ット管を使用する必要がないのでビルディング, 築物内配弧

一--一一般工場内間組,住宅用配据としても,きわめて適している｡
このようにこの電緑ほ高度の安全性をもっており_),その特長が認

識されるiこつれて,各方面から注目を浴び,使用分野の拡大ととも

に`需･繋が著しく増大している二

………編集後記…･･････
最近の高層ビルディングほ,次第に規模が大きくなる一プ∴ ニ

ベータ･エスカレータ･空調設備などの建築設備の重要性が缶巨
今市
l.†′L.

識され,その進歩発達ほ実に日ぎましいものがある..建築設備ほ叔

釆ほ,各椰の設備業者がそれぞれの封宜l=二従って上事を進ゃる場合

が多く,互に工!拝の進行を妨害したり,あるいほ｣｢･~ji二のぞりなおし

を牛ずる場合なとヰあったが.最近では,一設備手業者が建築設備全

般を設計･施二L二する傾向にあり､総出の節減,工期の短粁はもちろ

ん,設備の合劇化に大きく貢献Lている二

◎

建染設備に関しては,日立聾封1三所ではエレベータ･エスカレータ

などの井降設備および空気調和義朝の製作凍らびに設計･施工を右二

っているが,そのはか照明設備･衛生給排水設備･′l~E気設備･通信
設≠~iなどにわたる主要丁は気･機械設備のほとんどの製品,建賢刊~料

とLての電視ケーブル好i･配管.用離丁類･化学製品翫等々を軍用三t,

日 立評
三.∠ゝ

己岡 別冊弟38号 ピル設備特集号

F†杵和35f･F8月25日印川 昭和35咋8月31日発行

く禁 無 断 転 載>

定価1部100ドーj(送料24｢り)

㊥1960by HitachiHyoronsha

乱丁落~｣■本は発行所においてお取りかえいたします｡

広告版扱店 広 和 堂 京);〔耶中央区銀座西八ノ三
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節9図 /､イ ､ゾクス電晋

箭10図 /､イ

硬鋼綬導体

菖窒化マクネシウム絶縁体

､ソクス電視の構造

各万面の需要に応じている二 本誌はこここ,

所の建築L設備こ関する特筆すべき珊り■ヒ.論文

踊特集号■ を発了~f~し,読~机削いこお贈りす

ナニだぃて今子をのど′L設附iの総合計両にい

幸甚てある

最′揖二おけ

11篇を収録L

/こ)

J

ノつ

■
-

■

｣

日立製作

ヒル設

二とにした｡ご精読い

かでもご参考になれは

◎

乳頭言には謙音大字数提平山悼｣二よリ ー建築設備の将来｣と越す

る工稿をいただくことができた二.本文ほ建築と設備ほ一身ll~り体とな

って融合Lあい,互におのおのの機能を究揮できることが最も大切
てあると説かれたもので,本号巻頭言としてまことにj-さわしく佃

聡すぺき至烏である｡.ご繁川小にもかかわらず捌こ本号のために稿

を二iJir-こせら′れた】~11】:二上のご芳情にけくお礼坤しあげる次第である二.

◎

木文中のか白を利用して,｢~トリ勘㍑の宿躍する新L∴､ビルディン

′ケの代表例を紹介した.｡数多くの恢裾かあったが紙数の都合で十放
例にとと､め,はか｢丈割愛せざるをえたかっナニことな付記する｡
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